
社 会 資 本 総 合 整 備 計 画

平 成 30 年 2 月 7 日

千 葉 県 八 街 市

副次核にふさわしい拠点性の上と安心・安全なまちづくりの推進



平成２６年度　～　平成３０年度　（5年間） 千葉県、八街市

・駅周辺の交通利便性に関する満足度の向上
・駅周辺の安全性に関する満足度の向上
・まちづくり活動参加数の増加

（H２６当初） （H○○末） （H３０末）
駅周辺居住者や駅利用者を対象に、駅周辺の利便性に関するアンケート調査を実施し、満足度の高さを算出。
駅周辺の整備による交通利便性の向上効果を図る。

駅周辺居住者や駅利用者を対象に、駅周辺の安全性に関するアンケート調査を実施し、満足度の高さを算出。
駅周辺の整備による安全性の向上効果を図る。

年間のまちづくり活動参加者数を計測。
事業により、住民によるまちづくり活動を推進するとともに、地域防災や防犯力の向上効果を図る。

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

Ａ－１ 都市再生 一般 八街市 直接 榎戸駅前周辺地区都市再生整備計画事業 1,851

合計 1,851

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0.0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

Ｃ－１ 一般 八街市 直接 上下水道整備事業（自由通路トイレ用） 7.3

7.3

合計

番号 備考

Ｃ－１

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

八街市 上下水道整備

八街市 駅前広場・東西自由通路等 　106ha

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

八街市

八街市

事業者
要素となる事業名

市町村名 全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

0.003%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
1,858.3百万円 Ａ 1,851百万円 Ｂ ０百万円 Ｃ 7.3百万円

15%

22%

1,516人／年

－

－

－

36%

25%

2,080人／年

副次核にふさわしい拠点性の向上と安心・安全なまちづくりの推進

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

１　副次核にふさわしい拠点性の向上と安心・安全なまちづくりの推進

平成28年12月22日



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

配分額
（a）

29.82 139.400 0 155.100 428.000

H26 H27 H28 H29 H30

交付額
（c=a+b）

29.82 119.304 0 155.100

計画別流用
増△減額
（b）

0 △20.096 0 0

支払済額
（e）

29.82 0 119.304 155.100

前年度からの繰越額
（d）

0 0 119.304 0

うち未契約繰越額
（g）

0 118.138 0 0

翌年度繰越額
（f）

0 119.304 0 0

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

地域生活基盤施設（東西
自由通路）工事につい
て、JR千葉支社が詳細設
計を行った際に精査した
結果、工事工程に変更が
生じ、当初の事業計画が
遅延したため。

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 99.0% 0.0% 0.0%



参考図面（社会資本整備総合交付金 市街地整備)

計画の名称 副次核にふさわしい拠点性の向上と安心・安全なまちづくりの推進

計画の期間 平成２６年度　～　平成３０年度　（５年間） 千葉県八街市交付対象

至 銚子↓ 

↑至 千葉 

500m 0 200 

   A-1 基幹事業  
 榎戸駅前周辺地区都市再生整備計画事業 

   凡 例 
             基幹事業 

 

             効果促進事業 

 C-1 効果促進事業 
       上下水道整備事業 

       (自由通路トイレ用)  
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 106 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 25 30

％ 25 30

人/年 25 302,080人/年まちづくり活動参加者数
計画区域内で行われた市民活動（交通安全や防災・防犯
活動、まちづくりに関する活動）の年間参加者数

交通安全活動、防災活動、防犯活動、まちづくりに関する活動の
参加者数の増加

1,516人/年

36%

駅周辺の安全性に関する満足度
アンケート調査による駅及び駅周辺の安全性に関する満
足度

安全、安心なまちづくりにより、住民の安全性に関する満足度が向
上する。

15% 25%

駅周辺の交通利便性に関する満足度
アンケート調査による駅及び駅周辺の利便性に関する満
足度

榎戸駅周辺整備により、住民の交通利便性の満足度が向上す
る。

22%

○榎戸駅周辺の副次核は首都圏のベットタウンであり、駅利用者が多いが、榎戸駅の片側改札(西側のみ)及び駅前広場等が未整備であることにより交通渋滞が発生している。駅舎及び駅周辺の整備を図り、交通渋滞の解消及び利便性の向上を図る
必要がある。
○駅周辺のバリアフリー化が図られていないことによる歩行者の安全な移動方法の確保が必要である。
○住民活動の停滞化。

○東日本旅客鉄道榎戸駅を中心として、都市副次核の先導となる新しい都市型住宅市街地等の面的な整備を進める。駅前については、商業、サービス機能の充実を図る。　（八街市　都市計画区域マスタープラン　平成１６年２月１０日）
○東日本旅客鉄道八街駅（玄関としての機能）、東日本旅客鉄道榎戸駅（新しい住宅地の拠点機能）の２つの駅を拠点として、商業、業務、関連サービスなどの都市機能の配置を図る。　（八街市　都市計画区域マスタープラン　平成１６年２月１０日）
○交通結節点として東日本旅客鉄道八街駅、榎戸駅は、ターミナル機能の充実と利便性の向上を図る必要があり、総合的なまちづくりの観点から整備を図る。　（八街市　都市計画区域マスタープラン　平成１６年２月１０日）
○東日本旅客鉄道榎戸駅周辺において宅地の利用増進及び公共施設の整備を進め、市の副次核となる市街地の形成を図るため、面的な整備を進める。　（八街市　都市計画区域マスタープラン　平成１６年２月１０日）

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 千葉県 八街市 榎戸駅前周辺地区

計画期間 交付期間 30

　本市は、千葉県北部のほぼ中央に位置し、東京から50km、京葉工業地帯から20km、成田国際空港から10kmの位置にある。地形は穏やかな起伏のある台地状で、市境の各方面から数本の深い谷津田が入り込んでいる。市中央に市街地があり、周
囲は平坦な畑作地が広がり、南西部・北部には水田が広がっている。
　八街市の土地利用は田畑が約60％を占め、宅地がこれに続いている。昭和55年頃までは、農用地中心の土地利用形態であったが八街駅周辺及び榎戸駅周辺において住宅開発が進行している。用途地域指定や農用地区域指定は実施されている
が、市街化区域や市街化調整区域の線引きは実施されていない。
　本市にはＪＲ八街駅、ＪＲ榎戸駅があり、八街駅を中心とした都市核、榎戸駅を中心とした副次核を用途地域に設定し、まちづくりを進めている。
　都市核である八街駅周辺においては、高度な都市機能（商業・業務・公共・サービス等）の形成を目的としている。八街駅北側では、宅地の利用促進等を図るため、土地区画整理事業（市施行、H11年3月事業認可）を行い、八街駅の橋上化、南北自由
通路の設置も併せて行った。今後は、駅南側地区と一体となった良好な中心市街地の形成を目指している。
　副次核である榎戸駅周辺は、首都圏のベットタウンにふさわしい、新しい都市型住宅市街地の形成を目的としており、榎戸駅東側には、泉台、西側には、みどり台と大規模開発にて大きな住宅地が形成されている。
　しかしながら、駅周辺の整備が立ち後れており、以前から駅利用者及び周辺住民等より駅周辺整備について要望がある。
　八街駅周辺は、駅舎及び駅周辺整備後、地元住民による地域活動（防犯・美化活動等）が活性化し、防犯や良好な景観維持の一翼を担っている。
　榎戸駅周辺の副次核においても、駅周辺整備後に地域活動が活性化するように現在、地元区や地元協議会に働きかけをしている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

【基幹事業】
道路事業：駅西口広場・駅東口駅前
地域生活基盤施設：東西自由通路

方針に合致する主要な事業
整備方針１
駅及び駅前における交通利便性の向上を図る
・片側改札（西側のみ）及び駅前広場が未整備であることにより交通渋滞が発生している為、駅舎及び駅周辺の整備を図り交通渋滞の解消及び利便性の
向上を図る。

【基幹事業】
道路事業：駅西口広場・駅東口駅前
地域生活基盤施設：東西自由通路

整備方針２
交通安全性の向上及び防犯施設の充実
・駅舎橋上化整備に併せ、新規に駅前交通広場や車寄せ等を整備し、利用者の利便性の向上を図る。
・駅周辺の道路整備（歩道のバリアフリー化）を行い、高齢者、障害者、車椅子利用者等の安全性を確保する。
・東西間をつなぐ自由通路にはエレベーターや多機能公衆用トイレを設け、バリアフリー化を図る。
・駅周辺道路に防犯灯を整備し、歩行者等の安全性を確保する。

【基幹事業】
道路事業：市道104号線・駅西口広場・駅東口駅前
地域生活基盤施設：東西自由通路
【提案事業】
地域創造支援事業：防犯灯設置
【関連事業】
上下水道整備事業 自由通路トイレ用（社会資本総合整備計画　効果促進事業）

整備方針３
住民活動の促進
・榎戸駅周辺の近隣地区住民による住民活動の促進する。
・住民参加の交流につながる機会の創出をする。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 八街市 直 L=650m 平成27年度 平成30年度 平成27年度 平成30年度 29 29 29 29 －

道路 駅西口広場 八街市 直 2,122㎡ 平成26年度 平成30年度 平成26年度 平成30年度 151 151 151 151 －

道路 駅東口駅前 八街市 直 1,183㎡ 平成26年度 平成28年度 平成26年度 平成28年度 94 94 94 94 －

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 八街市 直 802㎡ 平成27年度 平成30年度 平成27年度 平成30年度 1,565 1,565 1,565 1,565

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,839 1,839 1,839 0 1,839 - …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

防犯灯設置 八街市 直 平成27年度 平成28年度 9 9 9 9 9

直 平成30年度 平成30年度 3 3 3 3 3

合計 12 12 12 12 12 …B

合計(A+B) 1,851
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

事業活用調
査

事業効果分析調査

まちづくり活
動推進事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

規模事業 事業箇所名 事業主体 直／間

住宅市街地
総合整備
事業

東西自由通路

740.4 国費率 0.4

交付期間内事業期間

市道１０４号線

事業箇所名 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 1,851 交付限度額

細項目
事業 事業主体

地域創造
支援事業

泉台の全部、みどり台、榎戸、八街ろの一部、駅西口広場、
駅東口駅前

事業活用調査

まちづくり活動推進事業

連携生活拠点誘導施設



駅周辺の交通利便性に関する満足度 （％） 22 （　２５年度） → 36 （　３０年度）

駅周辺の安全性に関する満足度 （％） 15 （　２５年度） → 25 （　３０年度）

まちづくり活動参加者数 （人／年） 1,516 （　２５年度） → 2,080 （　３０年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榎戸駅前周辺地区（千葉県八街市）　整備方針概要図                                                                

目標

副次核にふさわしい拠点性の向上と安心・安全なまちづくりの推進
　①駅及び駅前における交通利便性の向上を図る
　②交通安全性の向上及び防犯施設の充実
　③住民活動の促進

代表的
な指標

■基幹事業 

 道路：市道104号線 

 （歩道バリアフリー整備） 

 H28一部完了（H27→H28繰越） 

 H30         189ｍ 

凡  例 

      基幹事

業 

       提案事業 

■基幹事業 

 道路：駅東口駅前 

 （東口車寄せ整備） 

 H28完了（H27→H28繰越） 

□提案事業 

 地域創造支援事業：防犯灯設置 ○関連事業 

 上下水道整備事業(自由通路トイレ用) 

     都市再生整備区域 

     （約106ha） 

  

至 八街 

至 千葉 

■基幹事業 

 地域生活基盤施設：東西自由通路 

        （榎戸駅橋上化） 

                    927.41㎡ 

 H27～H30事業 

■基幹事業 

 道路：駅西口広場 

        （西口交通広場整備） 

□提案事業 

 事業活用調査：事業効果分析調査 

  H30 
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